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「連結株主持分計算書」および「連結注記表」ならびに「株主資本等変動計算書」および「個

別注記表」につきましては、法令および当社定款第 17 条の規定に基づき、インターネット上

の当社ウェブサイト（http://www.omron.co.jp）に掲載することにより株主の皆さまへご提供

しております。 



（単位：百万円）

項目

<ご参考>

第78期末現在 64,100 　 99,070 　 13,403 　 301,174 　 12,489 △ 467 　 489,769 　 2,325 　 492,094

当 期 純 利 益 　 　 　 　 47,290 　 　 　 47,290 　 392 　 47,682

当 社 株 主 へ の 配 当 金 　 　 　 △ 14,656 　 　 △ 14,656 　 △ 14,656

非支配株主への配 当金 　 　 　 　 　 　 　 － △ 256 △ 256

非支配株主との資本取引等 　 　 　 　 　 　 　 － △ 1 △ 1

利 益 準 備 金 繰 入 　 　 　 1,791 △ 1,791 　 　 　 － 　 　 －

為 替 換 算 調 整 額 　 　 　 　 △ 23,772 　 △ 23,772 △ 144 △ 23,916

退 職 年 金 債 務 調 整 額 　 　 　 　 △ 28,039 　 △ 28,039 　 △ 28,039

売 却 可 能 有 価 証 券

未 実 現 損 益
　 　 　 　 △ 10,594 　 △ 10,594 　 △ 10,594

デ リ バ テ ィ ブ 純 損 益 　 　 　 　 △ 288 　 △ 288 　 △ 288

自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 　 　 △ 15,023 △ 15,023 　 △ 15,023

自 己 株 式 の 売 却 　 　 0 　 　 　 　 0 　 0 　 　 0

自 己 株 式 の 消 却 　 　 　 △ 14,846 　 　 14,846 　 － 　 　 －

新 株 予 約 権 の 発 行 　 　 31 　 　 　 　 　 31 　 　 31

第79期末現在 　 64,100 　 99,101 　 15,194 　 317,171 △ 50,204 △ 644 　 444,718 　 2,316 　 447,034

当 期 純 利 益 　 　 　 　 45,987 　 　 　 45,987 　 335 　 46,322

当 社 株 主 へ の 配 当 金 　 　 　 △ 14,539 　 　 △ 14,539 　 △ 14,539

非支配株主への配 当金 　 　 　 　 　 　 　 － △ 297 △ 297

非支配株主との資本取引等 　 　 14 　 　 　 　 　 14 △ 484 △ 470

利 益 準 備 金 繰 入 　 　 　 2,619 △ 2,619 　 　 　 － 　 　 －

為 替 換 算 調 整 額 　 　 　 　 △ 8,868 　 △ 8,868 △ 142 △ 9,010

退 職 年 金 債 務 調 整 額 　 　 　 　 　 7,954 　 　 7,954 　 　 7,954

売 却 可 能 有 価 証 券

未 実 現 損 益
　 　 　 　 △ 6,119 　 △ 6,119 　 △ 6,119

デ リ バ テ ィ ブ 純 損 益 　 　 　 　 △ 126 　 △ 126 　 △ 126

自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 　 　 △ 16 △ 16 　 △ 16

自 己 株 式 の 売 却 　 　 △ 0 　 　 1 　 1 　 　 1

新 株 予 約 権 の 発 行 　 　 23 　 　 　 　 　 23 　 　 23

第80期末現在 　 64,100 　 99,138 　 17,813 　 346,000 △ 57,363 △ 659 　 469,029 　 1,728 　 470,757

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。

資本金 純資産合計非支配持分

連 結 株 主 持 分 計 算 書

株主資本自己株式資本剰余金 利益準備金
その他の
剰余金

その他の
包括利益
(△損失)
累計額
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＜ご参考＞

（単位：百万円）
期　　別

  科　　目 

46,322 　 47,682

　 　

△ 9,010 △ 23,916

　 7,954 △ 28,039

△ 6,119 △ 10,594

△ 126 △ 288

△ 7,301 △ 62,837

　 39,021 △ 15,155

（内訳） 　

　 193 　 248

　 38,828 △ 15,403

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております｡

当社株主に帰属する包括利益（△損失）

当 期 純 利 益

売 却 可 能 有 価 証 券 未 実 現 損 益

その他の包括利益（△損失）計

退 職 年 金 債 務 調 整 額

非支配持分に帰属する包括利益

為 替 換 算 調 整 額

その他の包括利益（△損失）－税効果考慮後

金      額

包括利益（△損失）

デ リ バ テ ィ ブ 純 損 益

金      額

連結包括損益計算書

第80期 第79期

自平成28年４月１日 自平成27年４月１日

至平成29年３月31日 至平成28年３月31日
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連結注記表 

＜連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記＞ 

重要な会計方針 

１．連結の範囲に関する事項 

当連結計算書類には、すべての子会社（164社）が含まれております。 

２．持分法の適用 

       すべての関連会社（16社）に対する投資額は、持分法によって計上しております。 

 ３．連結計算書類の作成基準 

当社の連結計算書類は、会社計算規則第 120条の３第１項の規定により、米国で一般に

公正妥当と認められる企業会計の基準による用語、様式及び作成方法に準拠して作成して

おります｡ただし、同条第３項において準用する同規則第 120条第１項後段の規定により、

米国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準で求められる開示項目の一部を 

      省略しております。 

４．たな卸資産の評価方法および評価基準 

   国内では主として先入先出法による低価法 

海外では主として移動平均法による低価法 

５．有価証券の評価方法および評価基準 

米国財務会計基準審議会会計基準書（以下、｢基準書｣）第 320号「投資－負債証券及び

持分証券」を適用しております｡ 

満期保有目的債券…………………償却原価法 

売却可能有価証券…………………決算日の市場価格等に基づく公正価値で評価しており

ます。（売却原価は移動平均法により算定しておりま

す｡) 

 ６．固定資産の減価償却方法 

    有形固定資産……主として定率法 

    のれんおよびその他の無形固定資産 

……定額法（ただし、基準書第 350号「無形資産－のれん及びその他」に 

準拠し、のれんおよび耐用年数の特定できない無形資産については償 

却に替え少なくとも年１回の減損判定を実施しております｡) 

７．引当金の計上基準 

    貸倒引当金…………………………貸倒引当金は主として当社および子会社の過去の貸倒

損失実績および債権残高に対する潜在的損失の見積り

に基づいて、妥当と判断される額を計上しております｡ 

    退職給付引当金……………………基準書第 715号「報酬－退職給付」に準拠し、従業員

の退職給付に備えるため、当期末における予測給付債

務および年金資産の公正価値に基づき計上しておりま

す｡ 

未認識過去勤務債務については、従業員の平均残存 

勤務期間年数で定額償却しております｡ 

未認識保険数理差異については、回廊（＝予測給付

債務と年金資産の公正価値のいずれか大きい方の

10％)を超える部分について、従業員の平均残存勤務期

間年数で、定額償却しております｡ 

８．消費税等の会計処理 

消費税等については、税抜方式による会計処理を行っております。 
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＜連結貸借対照表に関する注記＞ 

担保資産 

担保提供資産 

投資有価証券                            200百万円 

計                               200百万円 

    

＜連結損益計算書に関する注記＞ 

その他費用（△収益）－純額－の主な内訳は次のとおりであります。 

長期性資産の減損                     12,998 百万円 

構造改革費用                       1,340 百万円                              

固定資産除売却損（純額）                    705百万円 

投資有価証券の減損                      558百万円 

事業売却益                                   △  3,686百万円 

投資有価証券売却益（純額）              △  3,764 百万円 

退職給付信託設定益                               △  7,004百万円 
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＜金融商品に関する注記＞ 

１．金融商品の状況に関する事項 

資金運用については短期的な預金等に限定しております。資金調達については、銀行等

金融機関からの借入により行っております。投資有価証券は主に上場株式であります。デ

リバティブ取引は為替予約取引、通貨オプション取引および商品スワップ取引を実施して

おります。なお､トレーディング目的のためのデリバティブ取引は実施しておりません。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

平成 29年３月 31日（第 80期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価およ

びこれらの差額については、次のとおりであります。                 

 

(単位：百万円)
 連結貸借対照表  時価(*)  差額

 計上額(*)

（１） 投資有価証券 19,551 19,551 -         

（２） デリバティブ取引

その他の流動資産 248 248 -         

その他の流動負債 (3,141) (3,141) -         

(*) 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。  

（注１）金融商品の時価の算定方法 

（１） 現金及び現金同等物、受取手形及び売掛金、施設借用保証金、短期債務、支払手形及び

買掛金・未払金時価は連結貸借対照表計上額とほぼ等しいと見積っております。 

（２） 投資有価証券 

    株式は取引所の価格によっております。 

（３） デリバティブ取引 

    ディーラー取引価格、または評価モデルを使用して見積る方法によっております。 

（注２） 非上場株式等（連結貸借対照表計上額 7,455百万円）は市場価格がなく、かつ将来キ

ャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認

められるため、「（１） 投資有価証券」には含めておりません。 

 

＜１株当たり情報に関する注記＞ 

１．基本的１株当たり当社株主に帰属する当期純利益           215円 09銭 

２．希薄化後１株当たり当社株主に帰属する当期純利益            215円 09銭 

３．１株当たり株主資本                       2,193円 72銭 

 

＜重要な後発事象に関する注記＞ 

 記載すべき重要な事実はありません。 
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第80期　（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

平成28年４月１日残高 64,100 88,771 88,771 6,774 3,400 73,500 5,887 89,561

事業年度中の変動額

　剰余金の配当   ― △ 14,539 △ 14,539

　当期純利益   ― 29,652 29,652

　自己株式の取得および処分   ― △ 0 △ 0

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

  ― ―

事業年度中の変動額合計   ―   ―   ― ― ― ― 15,113 15,113

平成29年３月31日残高 64,100 88,771 88,771 6,774 3,400 73,500 21,000 104,674

平成28年４月１日残高 △ 644 241,788 12,264 △ 21 △ 4,323 7,920 35 249,743

事業年度中の変動額

　剰余金の配当 △ 14,539 ― △ 14,539

　当期純利益 29,652 ― 29,652

　自己株式の取得および処分 △ 15 △ 15 ― △ 15

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

― △ 4,498 △ 184 ― △ 4,682 △ 35 △ 4,717

事業年度中の変動額合計 △ 15 15,098 △ 4,498 △ 184 ― △ 4,682 △ 35 10,381

平成29年３月31日残高 △ 659 256,886 7,766 △ 205 △ 4,323 3,238 ― 260,124

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。

評価・
換算
差額等
合計

項目

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権
純資産
合計

自己株式
株主

資本合計

その他
有価証券

評価
差額金

繰延
ヘッジ
損益

土地
再評価
差額金

資本
剰余金
合計

株主資本

   （単位：百万円）

株　主　資　本　等　変　動　計　算　書

項目
資本金

利益剰余金

資本
準備金

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計配当

積立金
別途
積立金

繰越利益
剰余金

資本剰余金
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＜ご参考＞　第79期　（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

平成27年４月１日残高 64,100 88,771 0 88,771 6,774 3,400 73,500 4,032 87,706

事業年度中の変動額

　剰余金の配当   ― △ 16,077 △ 16,077

　当期純利益   ― 32,659 32,659

　自己株式の取得および処分 0 0 ―

　自己株式の消却 △ 0 △ 0 △ 14,850 △ 14,850

　土地再評価差額金の取崩   ― 123 123

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

  ― ―

事業年度中の変動額合計   ―   ― △ 0 △ 0   ― ― ― 1,855 1,855

平成28年３月31日残高 64,100 88,771   ― 88,771 6,774 3,400 73,500 5,887 89,561

平成27年４月１日残高 △ 471 240,106 21,613 14 △ 4,239 17,388 5 257,499

事業年度中の変動額

　剰余金の配当 △ 16,077 ― △ 16,077

　当期純利益 32,659 ― 32,659

　自己株式の取得および処分 △ 15,023 △ 15,023 ― △ 15,023

　自己株式の消却 14,850 ― ― ―

　土地再評価差額金の取崩 123 △ 123 △ 123 ―

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

― △ 9,349 △ 35 39 △ 9,345 30 △ 9,315

事業年度中の変動額合計 △ 173 1,682 △ 9,349 △ 35 △ 84 △ 9,468 30 △ 7,756

平成28年３月31日残高 △ 644 241,788 12,264 △ 21 △ 4,323 7,920 35 249,743

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。

株　主　資　本　等　変　動　計　算　書

（単位：百万円）

純資産
合計

利益
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金

利益剰余金

株主資本

その他資本
剰余金

新株予約権その他
有価証券

評価
差額金

評価・換算差額等

繰越利益
剰余金

項目
資本金

配当
積立金

土地
再評価
差額金

別途
積立金

自己株式
株主

資本合計

繰延
ヘッジ
損益

項目 評価・
換算

差額等
合計

資本剰余金

資本
準備金

株主資本

資本
剰余金
合計
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個 別 注 記 表 

＜重要な会計方針に係る事項に関する注記＞ 

１．有価証券の評価基準および評価方法は、次のとおりであります。 

子会社株式および関連会社株式…………移動平均法による原価法  

その他有価証券 

時価のあるもの…………決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資 

産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

時価のないもの…………移動平均法による原価法 

 

２．デリバティブの評価方法は時価法を採用しております。 

 

３．たな卸資産の評価基準および評価方法は、先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収

益性の低下による簿価切下げの方法により算定）によっております。 

 

４．固定資産の減価償却の方法は、次のとおりであります。 

有形固定資産（リース資産を除く）… 定率法（建物の耐用年数は主に 15～50年） 

無形固定資産（リース資産を除く）… 定額法（ソフトウェアの見込利用可能期間は 

３～５年） 

リース資産    

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

      …リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法 

 

５．繰延資産は、支出時または発生時に全額費用として処理しております。 

 

６．貸倒引当金は、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権および破産更生債権

等については財務内容評価法により計上しております。 

 

７．役員賞与引当金は、役員に対する賞与の支出に備えるため、期末日時点における支給見込  

  額に基づき計上しております。 

 

８．退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務

および年金資産の見込額に基づき計上しております。 

過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）

による定額法により費用処理しております。 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（15年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処

理しております。 

当事業年度末においては、年金資産の額が退職給付債務に未認識過去勤務債務および未認

識数理計算上の差異を加減した額を超えているため、前払年金費用として貸借対照表に計

上しております。 

 

 ９．外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益と 

して処理しております。 

 

１０．ヘッジ会計の方法は繰延ヘッジ処理を採用しております。 

 

１１．消費税等については、税抜方式による会計処理を行っております。 

   ただし、資産に係る控除対象外消費税等は発生事業年度の期間費用としております。 

 

１２．連結納税制度を適用しております。 
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＜追加情報＞ 

繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用 

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26号 平成 28年 

３月 28日）を当事業年度から適用しております。 

 

＜貸借対照表に関する注記＞ 

１．有形固定資産の減価償却累計額                 72,047 百万円  

  (注)有形固定資産の減価償却累計額には減損損失累計額を含めて表示しております。 

 

２．担保資産 

担保提供資産 

投 資 有 価 証 券                                          200百万円 

計                                                200百万円 

 

 ３．保証債務 

被 保 証 者 

OMRON ELETRONICA DO BRASIL LTDA.              47百万円 

計                                                 47百万円 

 

 

４．関係会社に対する金銭債権および金銭債務 

関係会社に対する短期金銭債権                61,622百万円 

関係会社に対する長期金銭債権               28,401百万円 

関係会社に対する短期金銭債務               129,320百万円 

関係会社に対する長期金銭債務               17,957百万円 

 

５．土地の再評価 

「土地の再評価に関する法律」（平成 10 年３月 31 日公布法律第 34 号）および「土地の再評

価に関する法律の一部を改正する法律」(平成 13年６月 29日公布法律第 94号)に基づき事業

用土地の再評価を行い、再評価差額から再評価に係る繰延税金負債を控除した金額を「土地

再評価差額金」として純資産の部に記載しております。 

 

再評価の方法 

「土地の再評価に関する法律施行令」（平成 10年３月 31日公布政令第 119号）第２条第３号

に定める土地課税台帳に登録されている価額に合理的な調整を行って算出する方法および第

５号に定める不動産鑑定士による鑑定評価を行う方法。 

再評価を行った年月日                      平成 14年３月 31日 

 

 

「土地の再評価に関する法律」第 10条に定める再評価を行った事業用土地の当期末における

時価の合計額と当該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計との差額（時価が帳簿価額を下

回る金額）                                                    3,884百万円 
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＜損益計算書に関する注記＞ 

関係会社との取引高 

売 上 高         148,740百万円    仕 入 高            115,781百万円 

その他の営業取引高    17,112百万円    営業取引以外の取引高   22,195百万円 

 

＜株主資本等変動計算書に関する注記＞ 

１．当事業年度末日における発行済株式の数 

普通株式         213,958,172株 

 

２．当事業年度末日における自己株式の数 

   普通株式           152,836株 

 

３．剰余金の配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 

平成 28年６月 23日 

定時株主総会 
7,269 百万円 34 円 00銭 平成 28年３月 31日 平成 28年６月 24日 

平成 28年 10月 27日 

取締役会 
 7,269 百万円 34 円 00銭 平成 28年９月 30日 平成 28年 12月２日 

 

 

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

決議予定 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 

平成 29年６月 22日 

定時株主総会 
7,269百万円    34 円 00銭 平成 29年３月 31日 平成 29年６月 23日 
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＜税効果会計に関する注記＞ 

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

   繰 延 税 金 資 産 

貸倒引当金                          1,200 百万円 

たな卸資産                           785 百万円 

投資有価証券                          2,033 百万円 

関係会社株式                        10,152 百万円 

未払賞与                            2,150 百万円 

退職給付信託                         5,266 百万円 

未確定債務                           1,334 百万円 

減価償却資産                         2,281 百万円 

その他                              1,592 百万円 

繰 延 税 金 資 産 小 計                   26,793 百万円 

評 価 性 引 当 額                  △  8,599 百万円 

繰 延 税 金 資 産 合 計                    18,194 百万円 

 

    繰 延 税 金 負 債 

その他有価証券評価差額金                 3,476 百万円 

前払年金費用                        5,149 百万円 

その他                                62 百万円 

繰 延 税 金 負 債 合 計                   8,687 百万円 

 

繰 延 税 金 資 産 の 純 額                    9,507 百万円 
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＜関連当事者との取引に関する注記＞ 

１．子会社及び関連会社等 

属性 
会社等  

の名称 

議決権の所有 

（被所有） 

割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

（百万円） 
科 目 

期末残高 

(百万円) 

子会社 
ｵﾑﾛﾝｽｲｯﾁｱﾝﾄﾞ 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ㈱ 

所有 

直接 100％ 

資金の借入 

役員の兼任 

資金の借入 

利息の支払 

（注）２,４ 

5,829 

19 

関係会社短期借入金 

未払費用 

6,503 

― 

子会社 
ｵﾑﾛﾝｱﾐｭｰｽﾞ 

ﾒﾝﾄ㈱ 

所有 

直接 100％ 

資金の借入 

役員の兼任 

資金の借入 

利息の支払 

（注）２,４ 

5,504 

18 

関係会社短期借入金 

未払費用 

5,873 

― 

子会社 
ｵﾑﾛﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ 

所有 

間接 100％ 

資金の借入 

役員の兼任 

資金の借入 

利息の支払 

（注）２,４ 

13,617 

45 

関係会社短期借入金 

未払費用 

13,369 

― 

子会社 
ｵﾑﾛﾝﾘﾚｰｱﾝﾄﾞ 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ㈱ 

所有 

直接 100％ 

製品の購入 

資金の借入 

役員の兼任 

電子機器部品の

購入等（注）１ 

27,663 

 

買掛金 

 

2,916 

資金の借入 

利息の支払 

（注）２,４ 

6,679 

22 

関係会社短期借入金 

未払費用 

7,251 

― 

子会社 
ｵﾑﾛﾝｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ 

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ㈱ 

所有 

直接 100％ 

資金の借入 

役員の兼任 

資金の借入 

利息の支払 

（注）２,４ 

5,651 

          17 

関係会社短期借入金 

未払費用 

7,211 

― 

子会社 ｵﾑﾛﾝﾌｧｲﾅﾝｽ㈱ 
所有 

直接 100％ 

資金の貸付 

役員の兼任 

資金の貸付 

利息の受取 

（注）３,４ 

7,138 

38 

 

関係会社短期貸付金 

未収入金 

7,359 

 ― 

子会社 
ｵﾑﾛﾝｿｰｼｱﾙ 

ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱ 

所有 

直接 100％ 

資金の借入 

役員の兼任 

資金の借入 

利息の支払 

（注）２,４ 

6,763 

21 

関係会社短期借入金 

未払費用 

6,576 

     ― 

子会社 
ｵﾑﾛﾝﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱ 

所有 

直接 100％ 

資金の貸付 

役員の兼任 

資金の貸付 

利息の受取 

（注）３,４ 

3,594 

18 

 

関係会社短期貸付金 

未収入金 

5,995 

    ― 

 

子会社 ｵﾑﾛﾝﾍﾙｽｹｱ㈱ 
所有 

直接 100％ 

資金の借入 

役員の兼任 

資金の借入 

利息の支払 

（注）２,４ 

4,605 

15 

関係会社短期借入金 

未払費用 

8,602 

     ― 

子会社 

OMRON 

MANAGEMENT 

CENTER OF 

AMERICA,INC. 

所有 

直接 100％ 

資金の貸付 

役員の兼任 

資金の貸付 

資金の回収 

利息の受取 

（注）４ 

544 

10,923 

426 

関係会社長期貸付金 

 

未収入金 

23,533 

 

415 

子会社 

OMRON  

EUROPE 

B.V. 

所有 

直接 100％ 

 

製品の販売 

資金の借入 

 

制御機器の販売

等（注）１ 

22,917 

 

売掛金 

 

4,879 

 

資金の借入 

利息の支払 

（注）４ 

 8 

44 

関係会社短期借入金 

未払費用 

21,802 

29 

子会社 

OMRON 

ASIAPACIFIC 

PTE.,LTD. 

所有 

直接 100％ 
資金の借入 

資金の借入 

利息の支払 

（注）４ 

48 

88 

関係会社短期借入金 

未払費用 

5,166 

85 
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属性 
会社等  

の名称 

議決権の所有 

（被所有） 

割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

（百万円） 
科 目 

期末残高 

(百万円) 

子会社 

OMRON  

(CHINA) 

CO.,LTD 

所有 

直接 100％ 

資金の借入 

役員の兼任 

利息の支払 

（注）４ 

555 関係会社長期借入金 

未払費用 

     16,616 

        255 

 

 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）１．製品の販売価格および購入価格については、市場価格等を参考に決定しておりま

す。 

２．資金の借入については、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行のプーリングサービスを利用

する契約を締結しており、関連当事者の日次の対象口座残高が１円以上の場合に

借入を行っております。なお、借入金の取引金額は対象期間の毎月末残高(貸付

金の場合はマイナス残高)の平均を記載しております。 

    ３．資金の貸付については、（株）三菱東京ＵＦＪ銀行のプーリングサービスを利用

する契約を締結しており、関連当事者の日次の対象口座残高が０円未満の場合に

貸付を行っております。なお、貸付金の取引金額は対象期間の毎月末残高(借入

金の場合はマイナス残高)の平均を記載しております。 

４．金利については、市場金利を勘案して決定しております。 

 

＜１株当たり情報に関する注記＞ 

１．１株当たり純資産額            1,216円     64銭 

２．１株当たり当期純利益            138円     69銭 
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